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「
や
る
」
と
決
め
、
そ
の
方
法
や
技
術
を
考
え
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テ
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１

五
年
前
に
発
足
し
た
古
紙
ネ
ッ
ト
の

取
り
組
み

①
ｌ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
何
故
で
き
た
か

　
昨
秋
か
ら
下
が
り
始
め
た
古
紙
価
格
は
、
こ
の
四

月
以
来
民
間
回
収
コ
ス
ト
の
半
額
以
下
に
暴
落
。
回

収
業
界
の
み
な
ら
ず
製
紙
原
料
問
屋
業
界
を
も
直
撃

し
た
。
直
営
に
し
ろ
委
託
に
し
ろ
自
治
体
関
連
の
回

収
古
紙
は
増
え
て
お
り
、
回
収
さ
れ
た
後
は
こ
の
民

間
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
に
流
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、

回
収
量
の
増
大
に
比
べ
古
紙
需
要
が
伸
び
な
い
。
古

紙
価
格
の
暴
落
に
よ
り
、
市
場
原
理
で
動
い
て
き
た

は
ず
の
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
が
破
綻
し
始
め

た
。
特
に
最
も
滞
貨
が
多
い
雑
誌
は
逆
有
償
で
、
お

金
を
付
け
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

　
従
来
か
ら
古
紙
の
集
団
回
収
に
取
り
組
ん
で
き
た

市
民
や
自
治
体
が
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
ご
み
減

量
の
た
め
の
「
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
と
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
思
わ
れ
て
き
た
古
紙
の
循

環
が
回
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
大
問
題
で
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
間
古
紙
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
私
た
ち
市
民
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
、
こ
こ
ま

で
の
価
格
暴
落
や
古
紙
循
環
の
危
機
は
重
い
課
題
で

あ
る
。
本
論
に
入
る
前
に
、
私
た
ち
の
自
己
紹
介
か

ら
始
め
た
い
。

　
話
は
五
年
前
に
さ
か
の
ぽ
る
。
一
九
九
二
年
十
二

月
、
日
本
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
日
資

連
）
は
古
紙
価
格
下
落
に
よ
る
回
収
業
界
の
危
機
を

打
破
す
べ
く
全
国
規
模
の
緊
急
決
起
集
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
時
の
古
紙
価
格
は
ほ
ぼ
回
収
コ
ス
ト
ほ
ど

で
、
会
場
で
は
「
こ
れ
で
は
利
益
が
ま
っ
た
く
出
ず
、

正
月
の
餅
も
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
の
業
者
の
声
が
続

出
し
た
。

　
こ
の
集
会
に
は
、
た
ぶ
ん
初
め
て
地
域
で
集
団
回

収
に
参
加
し
て
い
る
人
や
新
聞
で
見
た
市
民
な
ど
が

参
加
し
た
。
会
場
で
業
界
の
生
の
声
を
聞
き
、
増
え

て
い
る
回
収
古
紙
量
に
比
べ
古
紙
需
要
量
が
増
え
ず

価
格
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
、
流
入
し
て
い
る
「
コ

ス
ト
を
税
金
で
ま
か
な
え
る
自
治
体
古
紙
回
収
量
」

が
増
え
る
と
、
市
場
原
理
だ
け
で
動
く
し
か
な
い
民

間
回
収
古
紙
は
さ
ら
に
価
格
が
下
が
り
、
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
。

　
一
方
、
二
一
世
紀
を
目
前
に
、
北
の
国
々
の
大
量

生
産
・
大
量
消
費
に
よ
り
世
界
の
資
源
は
急
速
に
枯

渇
し
つ
つ
あ
る
。
ま
し
て
わ
が
国
は
世
界
屈
指
の
資

源
輸
入
国
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
森

林
の
み
な
ら
ず
、
一
の
資
源
を
四
に
も
五
に
も
使
う

の
は
、
今
を
生
き
る
大
人
た
ち
の
責
務
と
言
え
よ
う
。

資
源
の
な
い
わ
が
国
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
資
源
を

循
環
さ
せ
て
上
手
に
使
っ
て
き
た
民
間
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
な
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
古
紙
問
題
で
見
る
よ
う
に
、
現
状
は
逆

に
滞
り
、
循
環
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
自
体
が
崩

壊
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
危
機
感
を
抱
い
た
市

民
が
集
ま
り
、
量
が
最
も
多
く
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
心

で
あ
る
古
紙
を
持
続
的
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
活
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
翌
九
三
年
四

月
に
発
足
し
た
古
紙
問
題
市
民
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
古
紙
ネ
ッ
ト
）
で
あ
る
。

②
―
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
か

　
古
紙
ネ
ッ
ト
に
は
現
在
、
全
国
に
約
二
百
五
十
ほ

ど
の
個
人
・
団
体
会
員
が
い
る
。
毎
年
の
総
会
に
は



省
庁
の
役
人
や
古
紙
循
環
の
横
断
的
な
関
係
者
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
ま
た
毎
年
勉
強
会
や
連
続
講

座
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。
国
や
自
治
体
、
企
業
な

ど
の
古
紙
利
用
や
再
製
紙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
再
製
紙
製
品
の
種
類
や
中
味
、
ど
こ
で
販
売
し

て
い
る
か
を
ま
と
め
た
『
再
製
紙
製
品
入
手
先
リ
ス

ト
』
な
ど
の
各
種
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
で
き

る
だ
け
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

　
そ
の
過
程
で
再
製
紙
の
質
を
考
え
る
と
本
来
の
紙

づ
く
り
そ
の
も
の
か
ら
変
え
ね
ば
ダ
メ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
「
環
境
保
全
型
紙
づ
く
り
」
へ
の
提
言
も

ま
と
め
て
い
る
。
古
紙
需
要
の
拡
大
と
い
っ
て
も
、

大
量
に
出
た
古
紙
の
需
要
を
い
か
に
高
め
る
か
と
い

う
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
発
想
か
ら
、
で
き
る
だ

け
ム
ダ
な
紙
の
消
費
を
抑
制
す
る
仕
組
み
へ
の
転
換

を
基
本
に
据
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
古
紙
循
環
で
市
民
が
直
接
関
わ

る
の
は
、
紙
を
使
い
分
別
し
て
回
収
に
出
し
、
再
製

紙
を
使
う
部
分
で
し
か
な
い
。
古
紙
ネ
ッ
ト
と
し
て

再
製
紙
製
品
の
選
択
や
消
費
、
環
境
保
全
型
紙
づ
く

り
な
ど
に
は
言
及
で
き
た
が
、
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
そ
の
も
の
に
は
こ
れ
ま
で
踏
み
込
め
な
い
で

き
た
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
コ
ス
ト
割
れ
す
る
可

能
性
は
常
に
あ
り
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
コ
ス
ト
を
分

担
す
る
か
は
横
断
的
に
広
く
論
議
す
べ
き
重
要
な
課

題
だ
が
、
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
ま
た
も
や
起
こ
っ
た
の
が
五
年
前
の
半
分
以

下
と
い
う
古
紙
価
格
の
暴
落
で
あ
り
、
通
常
の
三
倍

以
上
と
い
う
在
庫
の
山
で
あ
る
。

　
ま
ず
現
場
の
話
を
聞
き
、
現
状
認
識
を
す
り
あ
わ

せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
、
古
紙
ネ
ッ
ト
は
二
月

下
旬
か
ら
東
京
都
資
源
事
業
回
収
協
同
組
合
、
関
東

製
紙
原
料
直
納
商
工
組
合
と
共
に
古
紙
循
環
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

同
時
に
、
立
場
が
違
う
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
で
問
題
解

決
に
向
け
た
提
案
づ
く
り
を
行
っ
た
。
三
月
下
旬
か

ら
は
古
紙
問
題
解
決
に
向
け
た
市
民
提
案
を
持
ち
、

通
産
省
、
厚
生
省
、
公
正
取
引
委
員
会
な
ど
に
話
し

に
で
か
け
た
。

　
四
月
に
は
「
九
九
年
か
ら
全
面
的
に
教
科
書
の
本

文
に
も
再
製
紙
を
使
う
」
と
打
ち
出
し
た
文
部
省
に

も
で
か
け
、
「
教
科
書
本
文
も
白
さ
に
こ
だ
わ
ら
ず

白
色
度
が
七
〇
％
あ
れ
ば
い
い
。
教
科
書
協
会
が
言

う
よ
う
な
白
い
上
質
古
紙
を
三
〇
％
混
入
す
る
の
で

は
な
く
、
市
中
回
収
古
紙
の
新
聞
や
雑
誌
を
一
〇
％

で
も
二
〇
％
で
も
使
う
こ
と
が
必
要
だ
。
小
さ
い
頃

か
ら
教
科
書
を
大
事
に
使
わ
せ
る
こ
と
こ
そ
環
境
教

育
で
あ
る
」
と
、
当
時
の
小
杉
隆
文
相
に
申
し
入
れ
た
。

　
六
月
七
日
の
古
紙
ネ
ッ
ト
四
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
古
紙
問
題
解
決
に
向
け
た
古
紙
循
環
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
市
民
案
、
回
収
業
界
案
、
古
紙
問
屋
案

を
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
た
。

古
紙
問
題
の
現
状
と
問
題
点

①
ｌ
古
紙
余
剰
問
題
研
究
会
が
五
月
に
発
足

　
私
た
ち
が
要
望
書
を
持
っ
て
で
か
け
た
三
月
時
点

で
は
、
今
回
の
古
紙
問
題
に
積
極
的
な
対
応
が
見
え

な
か
っ
た
通
産
省
（
所
管
は
生
活
産
業
局
紙
業
印
刷

業
課
）
だ
っ
た
が
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
古
紙
再
生

促
進
セ
ン
タ
ー
内
に
古
紙
余
剰
問
題
研
究
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
市
民
団
体
と
し
て
古
紙
ネ
ッ
ト
に
も
声

が
か
か
り
、
代
表
の
私
が
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
な
っ
た
。

　
こ
の
古
紙
余
剰
問
題
研
究
会
は
、
古
紙
余
剰
問
題

へ
の
業
界
関
係
者
、
自
治
体
、
市
民
団
体
な
ど
か
ら

提
案
さ
れ
た
対
応
策
や
提
言
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
現
状
分
析
や
問
題
整
理
、
対
策
な
ど
を
ま
と

め
報
告
書
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
十
二
人
だ
。
座
長
は
永
田
勝
也

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
教
授
、
日
本
製
紙
連
合
会
常

務
理
事
、
全
国
製
紙
原
料
商
工
組
合
連
合
会
（
全
原

連
）
理
事
長
、
日
本
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
連
合

会
（
日
資
連
）
会
長
、
社
団
法
人
・
日
本
雑
誌
協
会

事
務
局
長
、
社
団
法
人
・
日
本
新
聞
協
会
総
務
部
長
、

社
団
法
人
・
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
専
務
理
事
、
主

婦
連
合
会
参
与
、
東
京
都
清
掃
局
ご
み
減
量
総
合
対

策
室
長
、
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
紙
業
印
刷
業
課

生
田
章
一
課
長
、
財
団
法
人
・
古
紙
再
生
促
進
セ
ン

タ
ー
専
務
理
事
と
古
紙
ネ
ッ
ト
か
ら
中
村
で
あ
る
。

ま
た
、
通
産
省
環
境
立
地
局
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
の

メ
ン
バ
ー
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

　
当
初
か
ら
十
月
に
は
報
告
書
を
ま
と
め
る
と
い
う

短
期
間
の
設
置
で
、
毎
回
各
団
体
か
ら
提
案
が
出
さ

れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
発
足
以
降
、
七
月
四

日
は
日
資
連
と
古
紙
ネ
ッ
ト
、
七
月
二
十
九
日
は
日

本
製
紙
連
合
会
と
全
原
連
、
八
月
二
十
八
日
は
日
本

雑
誌
協
会
と
日
本
新
聞
協
会
及
び
日
本
印
刷
産
業
連

合
会
、
九
月
九
日
は
東
京
都
と
通
産
省
か
ら
提
案
が

出
た
。
十
月
十
三
日
に
は
報
告
書
素
案
を
検
討
、
同

三
十
一
日
に
は
報
告
書
の
た
め
の
最
後
の
意
見
交
換

が
活
発
に
な
さ
れ
、
研
究
会
は
そ
の
使
命
を
終
え
た
。

②
―
古
紙
余
剰
の
現
状
は

　
正
式
な
報
告
書
が
出
る
の
は
十
一
月
末
だ
が
、
横

断
的
な
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
半
年
足
ら
ず
の
こ
の

研
究
会
で
出
さ
れ
た
提
案
や
意
見
交
換
を
通
し
て
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
古
紙
の
「
も
と
」
で
あ
る
紙
・
板
紙
生
産
量
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
九
二
、
九
三
年
が
前
年
比
マ
イ
ナ

特
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
・
都
市
と
ご
み
④
今
こ
そ
、
持
続
的
な
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
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ス
だ
が
、
九
四
年
以
降
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
九
六
年

に
は
三
千
一
万
ト
ン
と
史
上
最
高
で
あ
る
（
図
―

１
）
。
九
六
年
の
紙
・
板
紙
消
費
量
は
三
千
七
十
四

万
ト
ン
で
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぎ
世
界
第
二
位
だ
。

　
そ
の
原
料
は
純
パ
ル
プ
千
三
百
八
十
四
万
ト
ン
に

対
し
、
古
紙
は
千
五
百
九
十
二
万
ト
ン
（
図
ｌ
２
）
。

パ
ル
プ
消
費
量
の
対
前
年
伸
び
が
〇
・
八
％
に
対

し
、
古
紙
消
費
量
は
一
・
五
％
伸
び
て
い
る
。
古
紙

利
用
率
は
前
年
の
五
三
・
四
％
か
ら
五
三
・
六
％
へ

と
微
増
し
て
い
る
の
だ
（
図
―
３
）
。
古
紙
利
用
率
を

紙
と
板
紙
に
分
け
る
と
、
板
紙
の
八
七
・
八
％
に
対

し
紙
は
二
七
・
二
％
に
と
ど
ま
り
、
生
産
量
の
最
も

多
い
印
刷
・
情
報
用
紙
の
古
紙
利
用
率
は
さ
ら
に
低

い
。

　
一
方
、
古
紙
回
収
量
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
九

六
年
の
回
収
量
は
千
五
百
七
十
七
万
ト
ン
で
前
年
よ

り
約
二
十
九
万
ト
ン
増
加
、
古
紙
回
収
率
は
五
一
・

三
％
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
回
収
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
が
四
八
・
七
％
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ

の
中
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
使
用
後
回
収
で
き
な
い
も
の
や

書
籍
の
よ
う
に
し
ま
わ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
こ

う
い
う
も
の
を
差
し
引
く
と
、
理
論
的
な
回
収
可
能

率
は
六
五
％
程
度
と
い
う
。

　
さ
て
、
古
紙
余
剰
と
い
う
こ
と
は
在
庫
率
が
高
い

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
動
向
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

製
紙
メ
ー
カ
ー
の
適
正
在
庫
率
は
五
〇
％
程
度
と
さ

れ
て
い
る
が
、
昨
秋
か
ら
徐
々
に
増
加
し
、
十
二
月

に
は
八
十
六
万
ト
ン
（
在
庫
率
六
四
・
二
％
）
と
高

水
準
で
九
七
年
に
入
っ
て
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら

ず
、
例
年
な
ら
在
庫
が
減
少
す
る
三
月
に
も
七
十
三

万
ト
ン
（
在
庫
率
五
一
・
一
％
）
だ
っ
た
。

　
一
方
で
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
納
入
す
る
前
の
直
納

問
屋
の
適
正
在
庫
率
は
一
五
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い

る
。
直
納
業
者
の
全
国
的
な
統
計
は
な
い
も
の
の
、

関
東
製
紙
原
料
直
納
商
工
組
合
に
加
盟
す
る
三
十
二

社
の
毎
月
の
報
告
実
績
が
傾
向
を
示
す
指
標
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
九
五
年
か
ら
九
六
年
春

頃
ま
で
は
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
三
品
合
計
の
在

庫
率
は
一
〇
％
程
度
の
水
準
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

徐
々
に
上
昇
し
、
九
七
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
五

〇
％
を
越
え
る
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
在
庫
水
準
と

な
っ
た
。
三
十
二
社
の
四
月
末
在
庫
率
な
ど
か
ら
計

算
す
る
と
、
九
七
年
四
月
時
点
で
の
全
国
の
余
剰
在

庫
は
約
五
十
万
ト
ン
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
う
し
て
古
紙
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
は
主
要
古
紙
三
品

種
の
買
い
入
れ
価
格
を
大
き
く
下
げ
た
。

　
九
七
年
十
一
月
当
初
時
点
で
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
購

入
価
格
は
、
新
聞
が
キ
ロ
当
た
り
十
一
～
十
二
円
、

段
ボ
ー
ル
が
同
十
一
円
、
雑
誌
同
五
円
だ
。
回
収
業

者
か
ら
の
問
屋
店
頭
購
入
価
格
も
キ
ロ
当
た
り
新

聞
・
段
ボ
ー
ル
が
三
～
四
円
、
雑
誌
は
同
マ
イ
ナ
ス

五
～
○
円
と
い
う
逆
有
償
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
過
去

最
低
価
格
だ
。
回
収
コ
ス
ト
は
キ
ロ
当
た
り
八
～
十

円
だ
か
ら
、
回
収
業
者
は
集
め
る
ほ
ど
赤
字
を
出
す

こ
と
に
な
る
。

③
―
古
紙
が
余
剰
に
お
ち
い
っ
た
要
因
は
何
か

　
か
つ
て
市
場
原
理
だ
け
で
民
間
古
紙
循
環
シ
ス
テ

ム
が
動
い
て
い
た
頃
は
、
古
紙
の
需
給
調
整
は
回
収

業
者
や
直
納
問
屋
が
し
て
い
た
。
古
紙
価
格
が
安
く

な
れ
ば
回
収
量
を
減
ら
し
て
在
庫
し
、
価
格
が
上
が

れ
ば
回
収
量
を
増
や
し
て
出
荷
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
在
は
ご
み
減
量
な
ど
の
視
点
か
ら

家
庭
か
ら
の
古
紙
回
収
を
手
が
け
る
地
方
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
。
回
収
業
者
へ
の
委
託
で
な
く
直
営

で
古
紙
回
収
を
手
が
け
る
自
治
体
も
あ
り
、
集
団
回

収
の
実
施
団
体
や
引
き
取
り
手
で
あ
る
回
収
業
者
へ

の
助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
（
図
―

４
）
。
こ
う
し
た
行
政
の
直
接
・
間
接
の
関
与
に
よ

り
、
古
紙
の
需
給
と
は
関
係
な
く
家
庭
か
ら
の
古
紙

回
収
量
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
税
金
が
ら
み
で

回
収
さ
れ
る
古
紙
市
況
に
関
係
し
な
い
回
収
シ
ス
テ

ム
が
定
着
す
る
ほ
ど
、
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
に
市
場

原
理
が
働
か
な
く
な
る
。
同
時
に
、
事
業
系
ご
み
の

全
面
有
料
化
を
実
施
す
る
自
治
体
の
増
加
に
よ
り
、

事
業
所
か
ら
の
古
紙
回
収
量
も
増
加
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
回
収
量
が
増
え
て
も
、
古
紙
需
要
の
拡

大
が
そ
れ
を
上
回
れ
ば
余
剰
は
生
ま
れ
な
い
。
が
現

実
は
前
述
し
た
よ
う
に
古
紙
利
用
率
は
前
年
比
〇
・

二
％
の
わ
ず
か
な
伸
び
に
過
ぎ
な
い
。
利
用
率
八

七
・
八
％
と
高
率
の
板
紙
に
対
し
、
紙
は
二
七
・

二
％
と
低
い
の
が
現
状
だ
。

　
ま
た
、
食
料
品
や
雑
貨
な
ど
の
輸
入
が
増
加
す
る

に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
包
装
用
に
使
わ
れ
輸
入
さ
れ
る

段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
の
数
量
が
増
え
て
い
る
。
国
内
古

紙
を
ま
っ
た
く
使
わ
な
い
海
外
産
段
ボ
ー
ル
は
、
ま

た
、
古
紙
発
生
源
で
も
あ
る
の
だ
。

　
国
内
古
紙
を
使
わ
ず
古
紙
発
生
源
に
な
る
と
い
え

ば
、
海
外
産
の
輸
入
紙
も
増
大
し
て
い
る
。
九
六
年

の
紙
・
板
紙
の
輸
入
量
は
百
五
十
六
万
ト
ン
と
過
去

最
大
で
、
前
年
よ
り
三
十
万
ト
ン
（
二
三
・
四
％
増
）

増
え
て
い
る
。
一
方
、
輸
出
量
は
七
十
一
万
ト
ン
と

前
年
よ
り
約
十
九
万
ト
ン
（
二
一
・
三
％
減
）
減
っ
て

い
る
。
輸
入
超
過
量
は
八
十
五
万
ト
ン
で
前
年
よ
り

四
十
九
万
ト
ン
も
増
加
、
こ
の
量
だ
け
で
余
剰
分
約

五
十
万
ト
ン
に
匹
敵
す
る
。
そ
の
内
訳
は
印
刷
用
紙

二
十
七
万
ト
ン
、
段
ボ
ー
ル
原
紙
十
二
万
ト
ン
な
ど

図―３　古紙回収率・利用率の推移
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だ
。

④
―
古
紙
余
剰
の
問
題
点

ア
既
存
の
民
間
回
収
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
を

　
ど
う
す
る
の
か

　
需
給
に
関
係
な
く
自
治
体
関
連
の
回
収
古
紙
が
増

大
し
つ
つ
流
れ
こ
ん
で
く
る
現
状
の
中
で
、
市
場
原

理
が
働
ら
か
な
く
な
っ
た
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
は
こ
う

し
た
古
紙
供
給
量
の
増
大
を
見
越
し
、
さ
ら
に
古
紙

価
格
を
下
げ
て
い
る
。
回
収
す
る
ほ
ど
赤
字
が
出
る

状
況
で
、
既
存
の
民
間
回
収
シ
ス
テ
ム
は
崩
壊
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
当
然
、
回
収
業
者

は
商
売
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
自
治
体
は
所
管
の
仕
事
と
し
て
「
ご
み
減
量
の
た

め
の
古
紙
回
収
」
を
実
施
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
大

部
分
の
自
治
体
で
は
古
紙
需
要
を
高
め
る
責
任
や
回

収
後
の
循
環
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
ま
で
を
射
程
に
入

れ
行
っ
て
き
た
と
は
思
え
な
い
。
税
金
が
ら
み
の
回

収
に
よ
る
古
紙
が
市
場
原
理
で
動
い
て
き
た
民
間

ル
ー
ト
に
流
入
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
古
紙
価
格
に

影
響
を
及
ぼ
す
か
ま
で
想
像
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
回
収
後
の
流
れ

は
民
間
の
責
任
で
あ
り
、
自
治
体
に
は
関
係
な
い
と

さ
え
考
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
現
に
市
場
原
理
で
は
動
け
な
く
な
っ
た

民
間
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
は
壊
れ
か
け
て
い
る
。
壊

し
て
し
ま
っ
て
は
困
る
か
ら
と
、
緊
急
避
難
的
に
コ

ス
ト
割
れ
部
分
を
助
成
す
る
自
治
体
も
出
て
き
て
は

い
る
か
、
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
形

で
の
緊
急
助
成
だ
け
で
は
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は

な
ら
な
い
の
も
事
実
だ
。

　
こ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
壊
れ
つ
つ
あ

る
民
間
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
る
仕
組
み
を
、
行
政
サ
イ

ド
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ー
と
い
う
こ
と

だ
。
回
収
後
、
原
料
問
屋
に
運
び
込
む
ル
ー
ト
を
税

金
で
ま
か
な
う
と
し
た
ら
、
民
間
コ
ス
ト
の
何
倍
も

か
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
古
紙
を
資
源
と
し
て
長
ら

く
回
収
し
て
き
た
技
術
面
か
ら
も
、
私
は
民
間
ル
ー

ト
を
壊
さ
な
い
方
が
得
策
だ
と
考
え
て
い
る
し
、
こ

の
こ
と
は
、
古
紙
余
剰
問
題
研
究
会
で
も
共
通
認
識

の
基
本
と
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
抜
本
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
赤
字
を
回
収
業
界
に
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
負

担
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
場
原

理
を
で
き
る
だ
け
壊
さ
な
い
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
と
考

え
る
と
、
民
間
が
で
き
る
こ
と
に
行
政
は
手
を
出
さ

ず
、
連
携
し
つ
つ
う
ま
く
棲
み
分
け
る
方
法
を
考
え

る
こ
と
も
必
要
だ
。

イ
紙
ご
み
が
増
大
す
る

　
現
在
、
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
て
い
る
古
紙
量
は
回

収
量
全
体
の
約
三
〇
％
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
量
は
九

六
年
度
で
は
約
四
百
八
十
万
ト
ン
に
達
し
、
資
源
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
回
収
機
構
が
崩

壊
す
れ
ば
、
民
間
回
収
業
者
に
よ
り
日
々
回
収
さ
れ

て
い
る
こ
の
四
百
八
十
万
ト
ン
が
ご
み
と
し
て
出
て

く
る
こ
と
に
な
る
。
ご
み
減
量
政
策
に
と
っ
て
も
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。

ウ
古
紙
需
要
を
い
か
に
拡
大
す
る
か

　
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
ま
り
で
、
古
紙
回
収

量
が
増
え
る
こ
と
自
体
は
評
価
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
古
紙
回
収
量
増
大
に
古

紙
需
要
の
拡
大
が
と
も
な
わ
な
い
こ
と
だ
。

　
最
近
は
国
や
自
治
体
で
も
再
生
紙
利
用
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
が
で
き
、
率
先
し
て
使
う
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
る
。
会
社
関
連
で
も
グ
リ
ー
ン
調
達
な
ど
で

再
生
紙
を
使
う
よ

う
に
変
化
し
て
は

き
た
。
と
こ
ろ
が
、

使
用
後
は
二
度
と

使
え
な
い
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

な
ど
の
衛
生
紙
で

純
パ
ル
プ
も
の
の

シ
ェ
ア
が
増
大
し

て
お
り
、
古
紙
も

の
の
需
要
が
伸
び

て
い
な
い
。

　
ま
た
、
主
要
古

紙
三
品
種
の
う
ち

将
来
的
に
増
大
が

予
想
さ
れ
る
の

は
、
今
で
さ
え
逆

有
償
の
雑
誌
古
紙

で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
家
庭
か
ら

も
オ
フ
ィ
ス
か
ら

も
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
紙
が
す
べ
て

雑
誌
古
紙
と
し
て

出
て
く
る
か
ら

だ
。
雑
誌
古
紙
の

用
途
は
板
紙
に
限

ら
れ
る
の
で
、
現

状
以
上
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
危
惧
さ

れ
る
。

特
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
・
都
市
と
ご
み
④
今
こ
そ
、
持
続
的
な
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
！

図―４　古紙の主な回収・流通経路
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①
―
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
対
策

ア
紙
の
大
量
消
費
か
ら
の
転
換
と
抑
制

　
業
界
回
収
に
せ
よ
行
政
回
収
に
せ
よ
、
膨
大
な
古

紙
量
が
集
荷
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
が
い
か
に
た
く

さ
ん
紙
を
消
費
し
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
Ｏ

Ａ
機
器
の
増
大
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
社
会
が
到
来

す
る
ｌ
と
い
わ
れ
た
が
、
実
際
は
逆
で
あ
る
。
簡

単
に
コ
ピ
ー
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
が
で
き
る
こ
と

で
、
必
要
が
な
い
場
合
で
も
利
用
し
が
ち
だ
。

　
ま
た
、
電
話
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
通
販
カ
タ
ロ
グ

や
宣
伝
チ
ラ
シ
な
ど
、
必
要
に
か
か
わ
ら
ず
印
刷
さ

れ
る
紙
類
の
量
も
膨
大
で
あ
る
。
古
紙
を
き
ち
ん
と

循
環
さ
せ
て
使
う
た
め
に
も
、
大
量
消
費
か
ら
必
要

に
応
じ
た
消
費
量
へ
の
転
換
が
不
可
欠
だ
。

イ
再
生
紙
の
利
用
拡
大

　
製
紙
メ
ー
カ
ー
は
再
生
紙
の
開
発
と
再
生
紙
情
報

　
（
価
格
・
品
質
・
供
給
量
な
ど
）
の
積
極
的
な
情
報

提
供
を
。
大
口
ユ
ー
ザ
ー
、
流
通
・
販
売
業
者
、
消

費
者
は
い
ず
れ
も
必
要
以
上
の
品
質
（
白
色
度
や
強

度
な
ど
）
を
要
求
せ
ず
、
優
先
的
に
再
製
紙
の
使
用

に
努
め
る
。
特
に
衛
生
用
紙
は
再
生
紙
も
の
を
優
先

す
る
。

ウ
古
紙
利
用
率
五
六
％
目
標
の
実
現

　
通
産
省
《
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
》
に
よ
る
「
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
古
紙
利
用
率
五

六
％
達
成
」
と
の
目
標
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

特
に
印
刷
・
情
報
用
紙
、
新
聞
用
紙
、
衛
生
用
紙
な

ど
の
分
野
で
推
進
す
る
。
新
聞
用
紙
で
は
さ
ら
に
軽

い
紙
を
と
開
発
中
と
い
う
超
々
軽
量
紙
（
薄
く
て
軽

い
が
超
高
速
輪
転
に
耐
え
る
と
な
る
と
、
古
紙
混
入

３

古
紙
問
題
解
決
の
た
め
の
提
言

　
率
は
下
が
る
）
を
や
め
、

　
さ
ら
に
古
紙
利
用
率
を
上

　
げ
る
。

　
エ
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い

　
　
製
品
設
計

　
　
古
紙
の
利
用
を
促
進
す

　
る
に
は
、
最
初
か
ら
再
使

　
用
し
や
す
い
商
品
設
計
が

　
必
要
だ
。
脱
墨
し
や
す
い

　
イ
ン
キ
、
合
成
接
着
剤
で

　
な
く
、
再
使
用
し
や
す
い

　
接
着
剤
。
ビ
ニ
ー
ル
貼
り

　
な
ど
の
複
合
素
材
や
禁
忌

品
の
混
合
使
用
を
避
け
、

　
糊
量
や
蛍
光
増
白
剤
な
ど

　
添
加
物
を
極
力
減
ら
す
こ

　
と
。
塩
素
漂
白
な
ど
を
必

　
要
と
し
な
い
た
め
に
も
、

　
高
い
白
色
度
を
求
め
な
い

　
な
ど
、
結
果
的
に
は
環
境

　
保
全
型
の
紙
製
品
づ
く
り

　
が
必
要
だ
。

　
オ
行
政
に
よ
る
資
源
（
古

　
　
紙
）
回
収
の
在
り
方
の

　
　
検
討

　
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
行

　
政
古
紙
回
収
の
在
り
方
を

　
民
間
回
収
業
界
を
つ
ぶ
さ

　
な
い
方
向
に
転
換
す
る
必

　
要
が
あ
る
。
自
治
体
内
に

　
業
者
が
い
な
い
の
な
ら
別

　
だ
が
、
民
間
業
者
の
市
場

　
原
理
と
ま
っ
こ
う
か
ら
競

表　　古紙ネットが提案した「早急に実施すべき具体的対策」

（1)古紙需要の拡大

　通産省所管の「リサイクル法」の目標値である2000年までに利用率56％実現に総力を上げる（2001年からは1%ずつ、2010年から

は65％までひき上げるべきとの声もあり）。

①1998年度から教科書本文に古紙（市中回収古紙一新聞など）を50％以上配合。

②衛生紙（156万トン）のうちトイレットペーパー、ティッシュペーパーは古紙100％に。他の衛生紙にも古紙50％以上配合。ここで

　使われる古紙を牛乳パック古紙や上質古紙から新聞古紙、オフィス雑誌に移行させる。40～50万トン増。衛生紙には純パルプ、再

　生紙ともに白色度70以下にする。

③印刷・情報用紙・文具類（1,080万トン）の利用率17.6％を30％に。またＯＡ用紙、チラシ、ポスター、学校関係、雑誌、文庫本

　など、白黒印刷のものは、･特別なものを除いて白色度70以下にすることで、新聞紙、オフィス雑誌、上質系返本雑誌を配合する。

　　（130万トン増加）

④包装紙（100万トン）の利用率4%を20％に。

⑤新聞用紙（314万トン）の利用率を50％以上に。超超軽量紙への転換はやめる。

⑥卵パックや緩衡材、園芸用ポットをパルプモードで。強度が必要とされるものには紙パック古紙を。

⑦産業古紙として一日200万冊出ると聞く返本雑誌（年間40万トン）の種類別利用を進める。

⑧紙パック古紙は衛生紙から包装紙やパルプモードに利用変更する。

⑨雑誌類の分別回収方法を検討し、よりリサイクルしやすいルールづくりをする。

（2）リサイクルしやすい製品設計

　印刷物、文具の製品設計を決める際には複合素材の使用、禁忌品の混合使用を避け、再生しやすいインク、ノリを選ぶ。そのため

の調査、研究、情報提供を進める。

(3）発生抑制

①必要度の低い印刷物の発行、印刷部数を徹底的に見直す。一方的に送っているものは受け取る人の希望をチェックし、極力希望者

　にのみ有料に渡すようにする。部数が多いと単価が安くなるからといって、不必要な数を発行しない。

②電話帳は希望者のみ有料で頒布するように変えていく。

③返本雑誌や書籍を保管すると資産とみなされ課税されるため断裁処分になるものが多いが、そうした税制を変える。

④広告宣伝料が節税対策として使われることを防ぐ税制改革をする。

⑤段ボール、コンテナのリユース、容器包装の削減を進める。

⑥こうした努力のもと、今後10年間で紙の生産量を1985年レベルの2000万トンに減らしたい。

（4）回収業界への緊急支援。
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合
し
、
価
格
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
自
治
体
直
営
回
収
は

や
め
る
こ
と
。
（
例
え
ば
東
京
都
は
、
今
年
度
の
六

区
で
の
モ
デ
ル
実
験
回
収
後
、
二
十
三
区
で
都
直
営

の
古
紙
・
ビ
ン
・
缶
回
収
を
や
ろ
う
と
し
て
お
り
、

都
民
や
業
界
が
反
対
中
だ
）
回
収
業
者
へ
の
回
収
委

託
、
集
団
回
収
の
促
進
や
フ
ォ
ロ
ウ
な
ど
を
中
心
に
、

民
間
業
者
と
う
ま
く
棲
み
分
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
こ
と
が
、
コ
ス
ト
面
か
ら
も
必
要
だ
。

オ
古
紙
の
製
紙
原
料
以
外
の
用
途
開
発

す
る
。

エ
古
紙
利
用
促
進
の
た
め
の
調
査
・
研
究
、
白
色

　
度
や
配
合
率
な
ど
の
制
度
化
に
つ
い
て

②
―
中
長
期
的
な
検
討
課
題

ア
横
断
的
な
協
議
・
検
討
機
関
の
設
置

　
国
が
中
心
に
な
り
、
中
長
期
的
な
古
紙
循
環
シ
ス

テ
ム
や
古
紙
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
常
設
機
関
の

設
置
が
必
要
だ
。
メ
ン
バ
ー
は
古
紙
余
剰
問
題
研
究

会
の
よ
う
な
古
紙
循
環
に
関
わ
る
横
断
的
な
構
成

で
、
広
く
意
見
を
聞
け
る
よ
う
に
開
か
れ
た
機
関
で

あ
り
た
い
。
以
下
は
そ
の
協
議
機
関
で
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

イ
既
存
の
回
収
・
流
通
シ
ス
テ
ム
や
回
収
・
分
別

　
コ
ス
ト
負
担
を
い
か
に
分
担
す
る
か

　
既
存
の
民
間
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
が
わ
が
国
の
紙

リ
サ
イ
ク
ル
を
支
え
、
そ
の
拡
大
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
へ
の
評
価
は
研
究
会
で
も
高
か
っ
た
。
品
質
面
、

回
収
・
分
別
コ
ス
ト
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
維
持
と
今
後
の
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
古
紙
価
格
の
暴
落
に
よ
り
今
や
回
収
シ
ス

テ
ム
の
崩
壊
が
大
き
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
古
紙
の
回
収
・
分
別
コ
ス
ト
の
納
得
の
い
く
分
担

の
仕
方
を
徹
底
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ウ
法
律
や
条
例
な
ど
の
制
定
に
つ
い
て

　
再
生
紙
を
使
う
方
が
有
利
な
経
済
誘
導
シ
ス
テ
ム

や
規
制
な
ど
の
法
律
、
条
例
な
ど
の
必
要
性
を
検
討

「
で
き
る
こ
と
し
か
や
ら
な
い
」
の
で

な
く
、
「
や
る
」
と
決
め
、
そ
の
方
法

や
技
術
を
考
え
よ
う

　
あ
し
か
け
半
年
で
七
回
と
は
い
え
、
研
究
会
に
参

加
し
各
分
野
の
方
た
ち
と
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に

と
り
有
意
義
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
自
分
の
関
わ

る
前
後
の
分
野
に
対
す
る
多
少
の
情
報
は
知
っ
て
は

い
て
も
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
で
あ
っ
た
。

　
現
場
の
実
感
の
こ
も
っ
た
声
で
実
情
や
問
題
提
起

を
聞
く
こ
と
で
、
や
っ
と
自
分
の
知
ら
な
い
領
域
へ

の
想
像
力
が
少
し
ず
つ
働
き
始
め
る
。
全
部
を
付
け

合
わ
せ
全
体
が
見
え
る
こ
と
で
初
め
て
、
自
分
の
位

置
が
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
同
じ
こ
と
で
も
立

場
に
よ
り
利
害
が
相
反
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
対
す
る
責
任
か
ら

大
量
生
産
・
大
量
消
費
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
転
換
や
持

続
的
な
古
紙
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り
を
と
主
張
し
た

市
民
側
の
提
案
が
、
シ
ビ
ア
な
企
業
や
国
、
自
治
体

の
方
た
ち
に
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
に
も
大

き
な
興
味
が
あ
っ
た
。
が
、
各
論
の
あ
ま
り
具
体
的

な
論
議
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
企
業
に
も
「
環

境
を
配
慮
せ
ず
し
て
事
業
利
益
・
活
動
の
み
を
主
張

で
き
る
時
代
で
は
な
い
」
と
の
認
識
が
感
じ
ら
れ
た

し
、
私
の
原
則
的
な
提
案
を
異
次
元
の
こ
と
と
一
笑

に
付
す
人
も
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
現
に
古
紙

を
買
い
た
た
い
て
い
る
製
紙
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ド
の
、

生
産
者
責
任
・
環
境
責
任
意
識
の
薄
さ
に
は
が
っ
か

り
し
た
。

　
ま
た
、
男
性
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
仕
事
や
役

割
、
立
場
内
で
の
発
言
が
中
心
で
、
子
ど
も
の
未
来

を
大
き
く
左
右
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
一
人

の
人
間
と
し
て
い
か
に
努
力
し
て
い
く
か
と
い
う
よ

う
な
肉
声
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

　
仕
事
の
枠
内
で
「
で
き
る
こ
と
し
か
や
ら
な
い
」

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
姿
勢
で
は
、
現
状
を

変
え
る
こ
と
は
困
難
だ
。
「
お
と
な
に
も
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
と
っ
て
も
、
絶
対
に
必
要
だ
か
ら
持

続
的
な
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
」
「
古
紙
を

な
ん
と
し
て
も
使
っ
て
い
く
」
と
腰
を
据
え
る
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
の
上
で
本
気
で
取
り
組
め
ば
、
推
進

の
た
め
の
開
発
技
術
は
見
つ
か
っ
て
い
く
。

　
さ
て
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
大
口
ユ
ー
ザ
ー
、
市
民
、

自
治
体
、
回
収
業
者
、
製
紙
原
料
問
屋
、
通
産
省

―
立
場
や
利
害
は
違
っ
て
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
ま
で
の
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
を
崩
壊
さ
せ
ず
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

共
通
認
識
が
で
き
た
。
今
後
は
そ
の
た
め
の
課
題
を

い
か
に
実
現
し
て
い
く
の
か
が
焦
点
と
な
る
。

　
古
紙
ネ
ッ
ト
と
し
て
は
、
十
一
月
に
横
断
的
な
協

議
機
関
の
早
急
な
設
置
を
通
産
省
に
申
し
入
れ
た
。

ま
た
、
同
趣
旨
へ
の
他
団
体
か
ら
の
賛
同
が
五
十
以

上
も
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
報
告
書
を
ま
と
め
た

後
に
、
ど
う
実
現
し
て
い
く
の
か
が
問
題
な
の
だ
。

回
収
コ
ス
ト
分
担
も
、
再
生
紙
使
用
促
進
の
た
め
の

経
済
誘
導
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
、
協
議
機
関
で
検
討

し
、
詰
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
も
具
体
的
な
一

つ
一
つ
の
課
題
の
実
現
を
き
ち
ん
と
見
届
け
て
い
き

た
い
。

特
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
・
都
市
と
ご
み
④
今
こ
そ
、
持
続
的
な
古
紙
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う
！

27●

４

〈
古
紙
問
題
市
民
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
〉

図―５　トイレットペーパーのパルプもの（大手）と再生紙もの（中小）のシェア（出荷ベース）

残念ながら純パルプものが増えている
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